
第２章白磁・青磁・青白磁の分類概念

1．美子中国的白歪、寶姿、青白歪的分美概念

2．曰本の白磁・青磁・青白磁の分類概念

本書のテーマである今帰仁タイプ・ビロースクタイプの磁器は、中国では青白

磁に、曰本では白磁に分類きれる。

これは、中国と日本の研究の経緯に根ざしている。

ここでは双方の認識の差を確認し、これをふまえて、それぞれを単に「今帰仁

タイプル「ビロースクタイプ」とよぶことを原則とする。
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夫子中国的白姿、青盗、青白盗的分美概念

栗建安

福建博物院文物考古研究所

LIJianan

ＴｈｅＡｒｃｈａｅｏｌｏｇｉｃａｌＩｎｓｔｉｔｕｔｅＦｕｊｉａｎＰｒｏｖｉｎｃｉａｌＭｕｓｅｕｍ

失干姿器的分美，通常是根据其外汎的釉色，分力青姿、白姿、青白盗以及黒釉盗、録釉姿等等。

其中：

白姿，施元色透明釉因其胎色白故呈白色。

青姿、青白姿、黒釉姿等，是将呈青、青白、黒色的透明或半透明、不透明的釉施干胎体、焼制而

成的，因此即使胎体是白胎，外汎佃呈青、青白、黒色。同肘，由干釉中秩元素含量的変化同一稗釉

色也会有深浅的不同。当然，因力是透明或半透明的釉，所以胎色的深浅也影ﾛﾛ到姿器外ﾌﾟﾘH1的色凋。

其他的顔色釉也有透明釉和不透明釉（乳油釉）的区分（如録釉)。

福建地区宋元肘期密阯，由千戸地、原料、工芝技木等方面的神林区別，使其青姿、白盗、青白姿

芦品在釉色方面呈現扮転夏奈的面貌，大致有白、乳白、青白、灰白、浅灰、青灰、青黄、青緑等以及

其中各色的辻渡色凋。研究者ｲﾛﾘU通常根据自己的視覚来硝定迭些姿器的分美，而没有一十色度的行准

作力戈U分的依据。因此，有肘会出現同一件姿器在不同的研究者宅下，是不同的分美。一般来悦，福建

的研究者会将青黄、青灰、青緑等釉色旧干青姿，将青白、灰白浅灰色等井入青白姿，而将白、乳白

色視力白姿。但是，也有将青灰色釉戈U入青姿美的；将灰曰浅灰色等井入白姿。

美干迭方面的向題，尤其是一些辻渡色凋一吋不易判定的，匝咳圦姿系的旧属（如青姿系、青白盗

系)、工芝技木的系統（如尤泉書系統、景徳慎害系統等)、蚊怖群的内酒等几方面的捺合来硝定。

筆者的表述則是：将青黄、青灰、青緑等釉色旧干青姿；将白、乳白、灰白、浅灰色等均井入白

姿；青白色即力青白姿。

在本研究扱告中，中日双方的研究者将各自表述，哲不作銃一的定又。
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中国の白磁・青磁・青白磁の分類概念
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磁器は普通その釉薬の色によって、青磁・白磁・青白磁、黒釉磁・緑釉磁などに分けられる。白磁

は、その胎土が白いために釉薬が無色透明でも白色をなす。青磁・青白磁・黒釉磁などは青・青白・

黒色の透明あるいは半透明・不透明な釉薬を胎土にかけて焼き発色させたもので、胎土は白いが外見

は青・青白・黒色をなす。また釉薬に含まれる鉄元素の量的な違いにより、同じ色の釉薬でも濃淡の

変化がでる。これらは透明あるいは半透明の釉薬であるから、胎土の色調も磁器の色調に影響する。

このほかに、たとえば緑釉のように透明釉と透明釉（乳濁釉）に分けられるものもある。

福建地域の宋元期の窯跡は産地・原料・技術などからいくつかに区分きれ、その青磁・白磁・青白

磁は釉薬の色によってさまざまの顔つきをみせ、白・乳白・青白・灰白・浅灰・青灰・青黄・青緑お

よびこれらの中間色をなす。研究者は通常それぞれの視覚的判断によってこれらを分類しており、共

通の色彩基準があるわけではない。それで場合によっては、同一の磁器について異なる研究者がそれ

ぞれに異なる分類をすることもおこる。一般に福建の研究者は、青黄・青灰・青緑などの釉色の磁器

を青磁とみなし、青白・灰白・浅灰色などの釉色の磁器を青白磁、白・乳白色のものを白磁とみなし

ている。しかし青灰色の釉の磁器を青磁としたり、灰白色のものを白磁としたりする研究者もいる。

この問題、なかでも釉色が中間色の磁器をどう分類するかの判断は容易でない。これらは、たとえ

ば青磁系・青白磁系などの磁器の系統や、竜泉窯系統・景徳鎮系統といった技術系統、あるいは装飾

内容などを考慮して総合的に判断すべきである。

筆者は、青黄・青灰・青緑などの釉色のものを青磁とし、白・乳白・浅灰などの釉色のものを白磁

とし、青白色のものを青白磁と分類している。

本報告書では、中日双方は各自の基準に従い、あえてこれらの定義を統一しないことにする。
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